
県庁改革プランに関するアンケート結果

令和８年１月

行財政改革推進課



〇全体的に昨年度アンケート結果と同様であるが、肯定的意⾒が微増傾向
にある。

〇職場において、若⼿の意⾒を反映できていると回答したのは、約2割。また、
自由な発想で新しいことにチャレンジできる職場と回答したのは、約3割。他
設問と比較して肯定的な回答が低くなっている。

〇管理職のマネジメントにおいて重要と考える上位3項目は、昨年度同様➀
「部下の能⼒、適性の把握」、②「業務の⽅向性、適時適切な判断や決
断の実⾏」、③「業務進捗状況の把握と⽀援」の順となっている。

〇働きやすい職場づくりに関する設問において、約6割の職員が自身のワー
ク・ライフ・バランスを上⼿く保つことができる、休暇が取得しやすいと感じてい
る。

実施概要

■実施対象︓知事部局職員（会計年度任⽤職員を含む） 約3,500名
■回答者数︓1,802名（回答率︓約51％）
■実施時期︓令和７年10月3⽇（⾦）〜10月17⽇（⾦）
■設問内容︓令和6年5月に策定した県庁改革プランの「取組の⽅向性」である

「⼈材育成・組織⼒向上」「デジタル県庁改革・次世代版カイゼン
（業務改革）」に関する設問と併せて、仕事のやりがい、仕事を
通じての成⻑、業務への達成感等エンゲージメントに関する設問も
実施。

■回答⽅法︓選択肢は、➀そう思う②どちらかと⾔えばそう思う③どちらでもない
④どちらかと⾔えばそう思わない⑤そう思わないの５択で回答。

勤務地別 回答数（割合）

本庁 733⼈(41%)

地⽅機関 1069⼈（59％）

１ 総論について

〇全体的に昨年度アンケート結果と同様であるが、肯定的意⾒が微減傾向
にある。

〇業務でのデジタル技術等の活⽤・自身のデジタルスキルの向上や、無理・
ムダのない業務運営については、昨年度同様肯定的な意⾒が2割〜3割程
度にとどまっている。

〇昨年度同様約6割の職員が、自身の仕事の進め⽅により効率化する⼯夫
の余地があると回答。

年代 回答数（割合）

20代以下 243⼈（13％）

30代 301⼈（17％）

40代 411⼈（23％）

50代 582⼈（32％)

60代以上 265⼈（15％）

職種 回答数（割合）

事務職 877⼈（49％)

技術・専門職 925⼈（51％)

年代 回答数（割合）

部⻑級 11⼈

次⻑級 33⼈

課⻑級 175⼈

補佐級 386⼈（21％)

係⻑級 353⼈（20％）

主事級等 468⼈(26%)

会計年度
任⽤職員

376⼈(21%)

管理職
全体
１2％

※割合は回答者数全体（1,802名）に対する回答割合

〇昨年度アンケート結果と同様エンゲージメントに関する設問全10問中９問
において、半数を超える職員が肯定的な回答。

〇昨年度から⼤きな変動は⾒られないが全体的に肯定的意⾒が微減傾向に
ある。

２ ⼈材育成・組織⼒向上について

３ デジタル県庁改革・次世代版カイゼン（業務改革）について

結果の概要

回答者の属性

実施内容
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25.3%

(26.1%)

22.9%

(24.5%)

27.0%

(27.3%)

20.9%

(20.8%)

3.9%

(4.4%)

5.1%

(6.9%)

42.8%

(43.1%)

48.7%

(48.7%)

46.0%

(46.2%)

50.3%

(50.5%)

9.5%

(9.8%)

14.7%

(16.4%)

22.0%

(20.2%)

19.6%

(16.9%)

18.9%

(17.0%)

21.0%

(21.0%)

34.1%

(34.3%)

40.5%

(37.5%)

7.3%

(7.3%)

6.1%

(7.2%)

5.3%

(6.3%)

5.7%

(5.8%)

32.1%

(31.1%)

26.9%

(26.4%)

2.6%

(3.3%)

2.7%

(2.8%)

2.8%

(3.3%)

2.1%

(2.0%)

20.4%

(20.5%)

12.8%

(12.8%)

そう思う どちらかと言えばそう思う そう思わないどちらでもない どちらかと言えばそう思わない

Ⅰ総論

(1) 今の仕事にやりがいや面白さを感じますか。

(2) 業務を通じて自身の成⻑を感じますか。

(3) 業務に裁量や権限があり、主体的に業務を実施していると
感じますか。

(4)重要な業務、責任ある業務を任されていると感じますか。

(5)業務を通じて能⼒や専門性を⾼めることができると感じます
か。

(6) 業務の成果、実績があがり、達成感を感じていますか。

(7) 業務上のミスがあった時や業務が⽴て込んだ際に、他の職
員が助けてくれますか。

(8) 業務上の疑問や不安等を気軽に他職員に相談したり、課
題だと思ったことを躊躇なく相談・指摘し合えますか。

(9)業務に関係なくちょっとした雑談等を気軽に⾏えますか。

(10)所属⻑の指⽰がなくても、業務の進捗にあわせ、互いに協
⼒できる関係にありますか。

(11)業務の指⽰・報告・決裁はできるだけメールのやりとりのみで
⾏いたいですか。

(12)⼀般県⺠とコミュニケーションに不安を感じますか。

設問内容 50％
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※（ ）内は昨年度アンケート結果

16.4%

(16.0%)

16.1%

(14.3%)

11.9%

(11.9%)

19.9%

(19.4%)

18.6%

(17.0%)

9.0%

(8.5%)

40.7%

(40.8%)

45.0%

(46.5%)

44.4%

(43.1%)

46.4%

(47.1%)

45.1%

(47.5%)

37.7%

(36.9%)

27.0%

(26.6%)

26.4%

(26.9%)

28.0%

(28.2%)

23.6%

(24.3%)

23.9%

(23.3%)

34.2%

(35.9%)

9.7%

(10.7%)

8.2%

(8.0%)

10.3%

(11.5%)

6.9%

(6.6%)

8.7%

(8.2%)

13.0%

(12.8%)

6.2%

(5.9%)

4.3%

(4.3%)

5.4%

(5.3%)

3.2%

(2.6%)

3.8%

(4.1%)

6.1%

(5.9%)



7.0%

(5.8%)

10.8%

(10.7%)

68.1%

(67.9%)

10.3%

(12.5%)

3.8%

(3.0%)

2.8%

(3.1%)

4.4%

(4.8%)

9.2%

(9.7%)

44.1%

(45.2%)

11.7%

(10.5%)

5.9%

(5.7%)

8.0%

(9.1%)

20.8%

(19.1%)

26.1%

(24.7%)

38.0%

(36.6%)

56.2%

(57.4%)

36.8%

(38.6%)

39.5%

(40.5%)

51.1%

(48.9%)

41.8%

(42.2%)

38.1%

(36.1%)

27.3%

(26.9%)

47.5%

(49.3%)

38.6%

(37.4%)

17.3%

(20.1%)

18.9%

(18.7%)

10.7%

(12.7%)

4.1%

(4.4%)

6.4%

(3.7%)

9.3%

(8.1%)

8.0%

(8.8%)

8.8%

(9.7%)

4.0%

(4.9%)

55.9%

(54.8%)

0.7%

(0.9%)

3.4%

(2.8%)

4.6%

(4.9%)

Ⅱ⼈材育成・組織⼒向上

(1) 今の職場は、若⼿職員の意⾒やアイデアが政策に活かされ
ていると感じますか。

(2) 今の職場は、自由な発想で新しいことにチャレンジできる職
場だと感じますか。

(3) 今の職場は、必要に応じて、⺠間企業や市町村、地域団体
等多様な主体と連携・協働を⾏っていこうとする風⼟がありますか。

(4) 自らの成⻑のために資格取得や積極的な研修受講等を実
施していますか。（はい、いいえの２択）

(5) 自らの強み、弱みを理解（把握）していますか。

(6) 職員⼈材開発センター等における研修その他により、能⼒
開発のために必要な研修機会が確保されていると感じますか。

(7) 今の職場は、業務を通じて指導を受けたり経験を積む機会
があると感じますか。

１ 次世代を担う⼈材育成

2 チーム⼒・組織⼒向上

(1-1)本庁と地⽅機関との連携に課題があると感じますか。

＜主な意⾒＞
・本庁は、現場の実情がわかっておらず、現場に近い地⽅機関の意⾒が⼗分に取り⼊れられていない。
・本庁と地⽅機関とでスピード感の違いや業務に対する認識の齟齬がある。
・⼈事交流による経験不⾜や⼈⼿不⾜・多忙感（業務の多さ）から連携が進まない。
・情報共有や互いの業務への理解不⾜から意思疎通が図れていない。

(1-2)※（1-1）でそう思う又は、どちらかと⾔えばそう思うと回答した
⽅のみ回答
本庁と地⽅機関の具体的な連携課題（自由記載）

設問内容

設問内容

50％

50％

そう思う どちらかと言えばそう思う そう思わないどちらでもない どちらかと言えばそう思わない
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はい いいえ

※（ ）内は昨年度アンケート結果



11.2%

(11.6%)

13.5%

(14.8%)

12.7%

(13.1%)

13.7%

(12.4%)

6.6%

(6.4%)

7.8%

(7.6%)

50.4%

(52.2%)

40.6%

(42.8%)

46.6%

(47.4%)

36.0%

(37.5%)

38.6%

(39.8%)

36.9%

(39.2%)

26.7%

(25.1%)

29.5%

(26.2%)

33.6%

(32.2%)

35.0%

(34.5%)

41.3%

(39.7%)

38.4%

(34.5%))

9.3%

(8.4%)

10.4%

(9.4%)

4.4%

(5.1%)

10.3%

(9.6%)

9.7%

(10.0%)

11.2%

(12.3%)

2.4%

(2.7%)

6.0%

(6.9%)

2.7%

(2.3%)

5.0%

(6.1%)

3.8%

(4.2%)

5.7%

(6.3%)

Ⅱ⼈材育成・組織⼒向上

(6)今の職場は、所属の目指すべき⽅向性に基づき業務目標
等についてしっかり議論できていると思いますか。

(7)今の職場は、必要に応じて職員の負担や特性に応じた業
務分担の⾒直しを⾏っていると感じますか。

2 チーム⼒・組織⼒向上（続き）

(5) 現在、自分の適性にあった業務に従事していると思います
か。

(4) ※管理職以外のみ回答
管理職の組織づくりに任せるだけでなく、所属の⼀員として自ら
率先して働きやすい職場づくりを推進したいと思いますか。

(3) ※管理職以外のみ回答
今の職場は、管理職が率先して職員が働きやすい職場づくりを
推進していると感じますか。

(2) 今の職場は、所属内又は担当内で業務内容が共有されて
いると感じますか。

(8)管理職のマネジメントにおいて重要だと思う項目を選んでください（３つまで選択可）

そう思う どちらかと言えばそう思う そう思わないどちらでもない どちらかと言えばそう思わない
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50％

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

1 部下の能力・適正の把握

2 能力開発・キャリアビジョン等の助言

3 部下の健康管理、勤務状況、心配事への関心・配慮

4 業務進捗状況の把握と支援

5 業務の目的・必要性の説明

6 部下への権限・裁量の付与

7 コスト意識を持った意思決定

8 業務の方向性の提示、適時適切な判断や決断の実行

9 業務の見直しの実施（やるべき仕事、やめるべき仕事の決定）

10 話をしっかり聞く（傾聴）の姿勢

11 職場内の心理的安全性の確保

12 柔軟な働き方の推奨

13 成長につながる挑戦的な業務機会の付与

14 業務内容か否かを問わず部下職員とのコミュニケーション（良好な関係構築）

15 その他

※（ ）内は昨年度アンケート結果



17.8%

(17.0%)

32.4%

(31.2%)

14.3%

(14.6%)

10.6%

(10.5%)

8.3%

(8.2%)

41.0%

(42.8%)

41.6%

(43.9%)

31.3%

(32.6%)

41.3%

(41.9%)

14.5%

(15.1%)

24.4%

(23.6%)

16.8%

(14.5%)

29.3%

(27.8%)

35.0%

(33.2%)

26.4%

(25.3%)

10.8%

(9.8%)

5.8%

(7.0%)

14.8%

(15.7%)

9.5%

(10.4%)

20.3%

(21.4%)

6.0%

(6.8%)

3.4%

(3.4%)

10.3%

(9.4%)

3.6%

(3.9%)

30.5%

(29.9%)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

１周囲が残業しているため先に帰りづらい

２勤務時間中は電話対応、窓口対応等により、自分の業務に集中できない

３異動して間がなく、担当業務の経験が少ない等の理由のため業務の処理に時間がかかる

４上司から指示されたわけではないが、自らの業務は時間をかけても完璧に仕上げたいと思う。

５ノー残業デーの取組が徹底されていない

６上司のマネジメントが不十分（各職員の担当業務の内容や超過勤務の状況を把握していない）

７周囲の協力がない

８急な（期限が短い）照会、依頼が多い

９事務事業の廃止・縮小等の見直しがされていない

10終業時間の直前に業務指示がある

11時間外に課内協議等がある

12業務量が多く勤務時間内に終わらない

13その他

Ⅱ人材育成・組織力向上

(1) 今の職場では、ご自身のワーク・ライフ・バランスを上⼿く保
つことができていると思いますか。

３ 多様な⼈材が働きやすい職場づくり

(2) 今の職場は、休暇が取得しやすい風⼟があると思います
か。

(3) 今の職場は、家庭環境等に応じ、テレワーク等の柔軟な働
き⽅を選択しやすいと思いますか。

(4) ご自身は、業務に関わらず、職員同士の横のつながりがで
きていると感じますか。

(5-1) ※管理職以外の⽅はご自身の状況について、管理職の
⽅は所属職員についてお答えください。
時間外勤務を頻繁に⾏っている状況だと感じますか。

(5-2) 時間外を頻繁に⾏っている状況、時間外勤務を減らすことができないと考えられる理由・事情を選んでください。（３つまで選択可）

設問内容 50％

そう思う どちらかと言えばそう思う そう思わないどちらでもない どちらかと言えばそう思わない

5

※（ ）内は昨年度アンケート結果



3.6%

(3.6%)

3.3%

(3.1%)

2.1%

(2.0%)

11.5%

(11.5%)

21.8%

(21.7%)

20.5%

(21.6%)

18.3%

(20.8%)

45.4%

(49.8%)

47.3%

(46.2%)

45.1%

(43.3%)

52.3%

(48.9%)

37.2%

(32.2%)

19.9%

(21.8%)

23.3%

(24.7%)

20.6%

(21.1%)

4.8%

(5.3%)

7.4%

(6.6%)

7.8%

(7.3%)

6.7%

(7.2%)

1.1%

(1.2%)

■複雑・多様化する⾏政課題に柔軟かつ果敢に対応できる「⼈材の育成」(特に若⼿)

■組織目標の明確化・共有、コミュニケーションの活性化を通じた「組織⼒向上」

■職員の能⼒を最⼤限発揮できるやりがい・安⼼感のある働きやすい「職場環境」づくり

■効率的・県⺠サービス・働きやすい職場づくりを⿍⽴する「デジタル改革・カイゼン」の推進

■若者をはじめとする県⺠、⺠間事業者、市町村等の多様な主体との「協働連携」による
⾏政課題の解決

Ⅲデジタル県庁改革・次世代版カイゼン（業務改革）

(1)ご自身は、業務効率や県⺠サービス向上等に向け、デジタル
技術やデータ活⽤を意識して業務に取り組んでいると思います
か。

(2)ご自身のデジタルスキルや活⽤⼒は向上していると思います
か。

(3)今の職場は、無理・ムダのない業務運営が進んでいると思い
ますか。

(4)ご自身の仕事の進め⽅は、より効率化する⼯夫の余地があ
ると思いますか。

Ⅲデジタル県庁改革・次世代版カイゼン（業務改革）
設問内容 50％

（参考）県庁改革プランの全体像

県庁改革の基本方針

１ 健全かつ機動的な財政運営

２ 簡素で効率的・筋⾁質な組織づくり

３ 無理・ムダのない⾏政運営へ

Ⅰ⼈材育成・組織⼒向上

(1)次世代を担う⼈材の育成
(2)チーム⼒・組織⼒の向上
(3)多様な⼈材が働きやすい職場づくり

Ⅱデジタル県庁改革・次世代版カイゼン（業務改革）

(1)デジタル県庁改革の推進
(2)若⼿の発想を活かしたカイゼンの推進

Ⅲ多様な主体との協働連携の強化

(1)若い⼒が輝く県⺠が主役の県政の推進
(2)⺠間との協働連携の推進
(3)市町村との協働連携の推進
(4)公共施設等の適正な管理

そう思う どちらかと言えばそう思う そう思わないどちらでもない どちらかと言えばそう思わない

6

※（ ）内は昨年度アンケート結果


